
書式第１５号（法第２８条関係）

特定非営利活動法人 総合政策研究会

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 4,927,717

　流　動　資　産　合　計 4,927,717

２　固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金 100,000

投資その他の資産計 100,000

　固　定　資　産　合　計 100,000

資　　産　　合　　計 5,027,717

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

　流　動　負　債　合　計

２　固定負債

　固　定　負　債　合　計

負　　債　　合　　計 0

Ⅲ　正味財産の部

 前期繰越正味財産 5,443,968

 当期正味財産増減額 -416,251

 正味財産合計 5,027,717

負債及び正味財産合計 5,027,717

令和5年度　貸借対照表

6年7月31日現在

科目 金額



書式第１７号（法第２８条関係）

特定非営利活動法人 総合政策研究会

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金

手元現金 2,458,805

三菱ＵＦJ虎ノ門支店など 2,468,912

　流　動　資　産　合　計 4,927,717

２　固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産計

敷金 100,000

投資その他の資産計 100,000

　固　定　資　産　合　計 100,000

資　　産　　合　　計 5,027,717

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

　流　動　負　債　合　計

２　固定負債

　固　定　負　債　合　計

負　　債　　合　　計

正　　味　　財　　産 5,027,717

令和5年度　財産目録

6年7月31日現在

科目 金額



書式第１３号（法第２８条関係）　　

特定非営利活動法人総合政策研究会
（単位：円）

Ⅰ　経常収益
１　受取会費

3,040,000
0 3,040,000

３　受取助成金等

４　事業収益

５　その他収益
受取利息 14
雑収入 0 14

経常収益計 3,040,014
Ⅱ　経常費用

１　事業費
(1)人件費

役員報酬 600,000
講師料・原稿料 265,000

人件費計 865,000

会議費 360,024
その他経費計 360,024

1,225,024
２　管理費

(1)人件費

人件費計

消耗品費 131,145
通信運搬費 455,895
地代家賃 1,073,928
印刷製本費 66,887
会議費 37,176
接待交際費 6,442
支払手数料 22,220
諸会費 422,600
新聞図書費 14,948

その他経費計 2,231,241
2,231,241

3,456,265
-416,251

Ⅲ　経常外収益

　　

Ⅳ　経常外費用

　

税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額 -416,251
前期繰越正味財産額 5,443,968

　　次期繰越収支差額次期繰越正味財産額 5,027,717

追記：今年度はその他事業は行っていない。

.

経常外収益計

(2)その他経費

経常費用計
当期経常増減額

経常外費用計

令和5年度　活動計算書

5年8月1日から6年7月31日まで

科目 金額

賛助会員受取会費
総研エコノミストクラブ会費

(2)その他経費

事業費計

管理費計

２　受取寄附金



令和 6 年度総合政策研究会活動実績 

 

交通経済フォーラム 

経緯・趣旨  

交通経済フォーラムは、運輸交通・観光分野についての正確で的確な報道に資するこ
とを目的として、2014 年に元毎日新聞特別顧問・論説副委員長玉置和宏、元運輸審議
会委員・元読売新聞論説副委員長松田英三氏、元国土交通事務次官宿利正史氏の三名
が中心となり設立されました。メディア論説委員・記者、エコノミストを対象に、運
輸交通・観光分野の企業の社長・会長および官公庁各部門のトップを講師に招き、2 
時間にわたるオフレコの意見交換会として、日本記者クラブ会議室で開催を続けてい
ます。 

 

第 46 回 令和 6 年 5 月 13 日（月）14：00－16：00 

講 師 石井昌平氏 （海上保安庁長官） 

テーマ 海上保安業務の現状と今後の課題 

 

第 47 回 令和 6 年 7 月 24 日（水）14：00―16：00 

講 師 丹羽俊介氏（JR 東海代表取締役社長） 

テーマ JR 東海の現状と今後の取組 

 

第 48 回 令和 6 年 11月 15 日（金）14：00―16：00 

講 師 鈴木与平氏（鈴与株式会社代表取締役会長） 

テーマ 『地方創生と地域航空』ＦＤＡの取り組み 

 

 



第 49 回 令和 6 年 12月 18 日（水）14：00―16：00 

講 師 倉富純男氏（九州経済連合会会長・西日本鉄道代表取締役会長） 

テーマ 九州 MaaS “共創”と“デジタル”で築く持続可能な地域交通づくりへの挑戦 

 

第 50 回 令和 7 年 3 月 3 日（月）14：00－16：00 

講 師 藤倉正夫氏（日本倉庫協会会長・三菱倉庫株式会社取締役会長） 

テーマ 倉庫業の現状と今後の展望～サステナブルな物流サービス提供のために～ 

 

総研エコノミストクラブ  

経緯・趣旨  

政治・経済を中心に多様な時事研究を行っています。 講師の属性は様々で、官民学に
加えマスコミや政治家からも招聘することで、多角的に調査研究を行える環境を提供
しています。講師・会員同士の交流も目的のひとつです。 

 

日時 令和 6年 5 月 21 日（火）14：00－15：30 

講師 野田聖子氏（衆議院議員） 

テーマ 人口減少対策議員連盟でわかってきたこと 

 

日時 令和 6年 7 月 25 日（木）14：00－15：30 

講師 増田寬也氏（日本郵政株式会社取締役兼代表執行役社長） 

テーマ 人口減少といかに向き合うか～『消滅可能性都市』公表から 10年 

 

 

 



日時 令和 6年 9 月 12 日（木）14：00－15：30 

講師 福山哲郎氏（参議院議員）  

テーマ 政権交代は可能か 

 

日時 令和 6年 11月 12日（火）14：00－15：30 

講師  青山和弘氏（政治ジャーナリスト） 

野口武則氏（毎日新聞政治部副部長） 

テーマ 総選挙結果と今後の政治を読み解く 

 

日時 令和 7年 1 月 17 日（金）14：00－15：30 

講師 齋藤健氏（衆議院議員） 

テーマ 内憂外患の 2025 年 

 

日時 令和 7年 3 月 25 日（火）14：00－15：30（予定） 

講師 藤井彰夫氏（日本経済新聞論説主幹） 

北野一氏（フィリップ証券チーフストラテジスト） 

テーマ 為替変動の歴史を紐解く～「ガラパゴス・日本」の歪んだ円相場～ 

 

 

 

 

 

 



月例経済報告座談会  

経緯・趣旨  

1951 年の本会発足以来、官民双方のトップエコノミストとマスコミを交え、国内外の
経済情勢分析を行っている鼎談です。内閣府からは政策統括官、大臣官房審議官にお
越しいただいております。同職は、「月例経済報告」をとりまとめ、首相に直接、国内
外の経済情勢を報告する立場であり、その内容を一部再現していただくことを以て、
広く国民の皆さまに経済情勢の周知をはかっています。またこの模様は全文、発行誌
に記録し国立国会図書館に寄贈することで、のちの学術研究に寄与するために開催を
続けています。 

 

日時  令和 6年 8月 30日 

場所  海運クラブ（千代田区平河町 2-6-4 海運ビル） 

司会  今井純子氏（NHK 解説委員） 

内閣府  林伴子氏 （内閣府政策統括官（経済財政分析担当）） 

民間委員 木内登英氏（野村総合研究所金融 ITイノベーション事業本部エグゼクティ
ブ・エコノミスト） 

 

日時  令和 7年 2月 28日 

場所  海運クラブ（千代田区平河町 2-6-4 海運ビル） 

司会  長谷川秀行氏（産経新聞論説副委員長） 

内閣府  林伴子氏 （内閣府政策統括官（経済財政分析担当）） 

民間委員 今村卓氏（丸紅経済研究所代表取締役社長） 

 

冊子「総合政策研究」発刊 9 月号・３月号 




